
市長とミライとーく 報告書 
令和６年７月２日 

日  時 令和６年６月２５日（火）  １４：００～１５：３０ 

会  場  関市役所７階 つなぐガーデン （関市若草通３丁目１番地） 

対 象 者  関市在住・在勤・在学の３０代以下の人 参加者  ８人 

テ ー マ  「関市のスポーツイベントを盛り上げたい！」 

担 当 課  協働推進部スポーツ推進課  

テーマ①『どうすれば関市のスポーツイベントを盛り上げることができると思いますか？』 

【参加者からの意見・提案】  

・日常からスポーツに触れる機会を増やす。 

・見る、参加する 以外でも楽しめる要素があるといい（参加賞を見直す、キッチンカーなど） 

・関市が、刃物以外にも自然豊かなことをアピールしたい。（海外からの観光客にも） 

・自然を活かしたイベントや体験の提供 

・川を使うスポーツは危ないけど、防災イベントと連携すると安全にできるし、防災意識の向上

にもつなげることができる。 

・初心者でも、少人数でもできるスポーツ（サップ）はどうだろうか。 

・参加賞で関市の特産品（刃物）がもらえると嬉しい。 

・スポーツイベントじゃなくても、市民が集まるイベントで相撲などのスポーツを企画すると、

たくさんの人の注目が集まって盛り上がると思うし、その場で気軽に参加できるとハードルが下

がる。→また次があれば参加しようという気持ちになる 

・スポーツだけのイベントではなく、スポーツと全く違うものを掛け合わせると、スポーツ以外

の面から興味を持つ人が増えると思う。（ペットと一緒に楽しめる など） 

・イベントの口コミを見ることができれば、参加したいと思う人を増やせる。 

・サイドコンテンツを充実させると、スポーツに関心が無い人の興味も引けるので、参加してみ

ようかなと思えるイベントづくりにつながる。 

・サイクル・ツーリングでエイドを回るときに、地元のクイズがあると楽しいと思うし、その土

地を知ってもらうきっかけにもなる。 

・全国規模の大会を関市で開催して盛り上げる。 

 

 

 

 

 



テーマ②『若者のスポーツ実施率を上げるために何をしていくといいと思いますか？』 

【参加者からの意見・提案】 

・人によってスポーツと認識していない運動がある。 

例）ウォーキングはスポーツと認識しても、散歩はスポーツだと認識していない。 

→散歩もスポーツといえるため、散歩であれば運動に対するハードルが下がり、積極的に始め 

やすいと思う。 

・生活に関わる運動（歩数など）で、ポイントを貯めて生活用品などと交換できるような仕組み

を作ると、メリットがあるため、若い人も運動しようという意識が上がると思う。 

・高齢の方は自発的に運動するけど、若い人は参加するメリットと結びつけて、やってみたいと

思わせることが重要。（体脂肪率〇％以上になると… のような豆知識をつけるとか） 

・一般開放やチャレンジザスポーツゲームをもっとあんしんメールで周知してほしい。 

・スポーツ以外のイベントでも、QRコードを掲示して、どんなイベントをやっているのか周知

するといい。 

→知らないことには参加できないから、まずは知ってもらう。 

・LINE などで、アカウントを登録しておくと、定期的に開催イベントが告知される仕組み 

・小さい子や高齢者がいる家庭は、誰かが面倒を見ないといけなくなるから、家族全員で参加で

きるイベントだといい。 

 

『自由意見』 

・部活の地域移行で運動する人が減ってしまう可能性がある。地域クラブで子どもから大人まで

が楽しさを感じられるシステム作り（指導者の養成や金銭面で市の補助があるといい） 

 

【担当者の考え】 

 若い世代にもっと関市のイベントに興味をもってもらい、マンネリ化している現在のスポーツ

イベント状況を改善するための提案や、日常の運動に対する意識を高めていけるように、色んな

視点から意見をいただけたことは、市として新たな発見もあり、とても良い機会だったと思う。 

参加してくれた皆さんは、今回のテーマに対して積極的な考えを持っていて、参加者間でも意

見交流ができており、この会をきっかけに、市が主体となる事業だけでなく、他団体の活動を市

がお手伝いさせていただくことが増えれば、地域のスポーツブランド化にもつなげていけると感

じた。 

全ての意見を実現することは難しいかもしれないけれど、参加者の意見や提案を参考にし、毎

年同じことを続けて終わりではなく、気軽に参加できるように開催の仕方を見直したり、イベン

トについての情報をもっと発信したりすることから始めていきたい。 

 

【今後の対応】 

・一般開放とチャレンジザスポーツゲームについて、あんしんメールで配信する。 

・イベントに QR コードを置いて、SNSを周知する。 

・リピーター以外にも興味をもってもらえるように、参加賞を見直す。 

 



〇ミライとーくの様子




